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区
は
、
４
月
１
日
、
新
た
に
３
件
の
文
化
財
を
指
定
し
、

千
代
田
区
指
定
文
化
財
は
現
在
６２
件
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
　

1
３
２
３
８
―
１
１
３
９

神
田
亀
住
町
文
書

か
ん
だ
か
め
ず
み
ち
ょ
う
ぶ
ん
し
ょ

２６５
点

収
蔵

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
四
番
町
１
）

神
田
亀
住
町
は
現
在
の
外
神
田
５

丁
目
３
番
・
４
番
に
あ
た
る
町
で
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
町
内
に
お
い
て
保

管
さ
れ
て
き
た
も
の
が
昭
和
５０
年

（
１
９
７
５
年
）
に
区
に
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

千
代
田
区
域
は
関
東
大
震
災
や
戦

時
下
の
空
襲
に
よ
っ
て
多
く
の
記
録

類
が
焼
失
し
、
ま
た
住
民
の
移
動
も

あ
っ
て
、
戦
前
や
大
震
災
前
の
状
況

を
聞
き
取
り
か
ら
把
握
す
る
こ
と
も

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
田
亀
住
町
文
書
は
①
亀
住

稲
荷
の
由
緒
と
、
明
治
・
大
正
期
の

区
内
稲
荷
社
の
様
子
②
亀
住
稲
荷
の

維
持
・
管
理
の
実
態
③
下
谷
神
社
の

氏
子
町
と
し
て
社
殿
の
修
復
・
維
持

や
祭
礼
の
一
翼
を
担
っ
た
明
治
・
大

正
期
の
亀
住
町
の
様
子
な
ど
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で

す
。

御
上
洛
御
用
留

ご

じ

ょ

う

ら

く

ご

よ

う

ど

め

１
点

収
蔵

神
田
神
社
（
外
神
田
２
―
１６

―
２
）

こ
の
御
用
留
は
、
湯
島
町

ゆ
し
ま
ち
ょ
う

名
主

な

ぬ

し

山や
ま

本も
と

六
右
衛
門

ろ

く

え

も

ん

が
江
戸
市
中
の
町
触

ま
ち
ぶ
れ

・

通
達
な
ど
を
書
き
留
め
た
資
料
で

す
。上

洛
留
守
中
の
江
戸
市
中
の
取
り

締
ま
り
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と

有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

s
神
田
亀
住
町
文
書

s
御
上
洛
御
用
留

有
形
民
俗
文
化
財

石
牛

い
し
う
し

１
基

収
蔵

平
河
天
満
宮
境
内

（
平
河
町
１
―
７
―
５
）

所
有
者
　
平
河
天
満
宮

鳥
居
を
入
っ
た
左
側
の
平
河
稲
荷

神
社
参
道
の
分
岐
点
に
置
か
れ
て
い

る
１
基
の
石
牛
で
す
。
当
初
は
一
対

で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
が
、
片
方
の
石

牛
が
失
わ
れ
、
こ
の
１
基
の
み
が
現

存
し
て
い
ま
す
。

平
河
天
満
宮
で
は
「
撫
牛

な
で
う
し

」
と
呼

び
、
石
牛
を
撫
で
る
と
学
芸
が
上
達

す
る
と
い
う
信
仰
の
た
め
か
、
参
拝

者
に
よ
る
接
触
が
多
く
頭
部
や
背
部

に
磨
耗
が
見
ら
れ
、
尾
部
は
一
部
が

欠
損
し
て
い
ま
す
。

平
河
天
満
宮
に
は
、
氏
子
町

う
じ
こ
ち
ょ
う

の

人
々
に
よ
る
信
仰
な
ら
び
に
氏
子
地

域
を
越
え
た
学
業
成
就
の
信
仰
に
基

づ
く
奉
納
物
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
銘
文
な
ど
か
ら
、
祭
神
菅
原
道

真
公
の
９５０
年
遠
忌

お

ん

き

に
あ
た
る
嘉
永
５

年（
１
８
５
２
年
）に
、
浄
瑠
璃

じ

ょ

う

る

り

常
磐

と

き

わ

津
節

ず

ぶ

し

の
岸
沢

き
し
ざ
わ

右
和
佐

う

わ

ざ

の
　
町
の
門
弟

お
よ
び
雲
泰

う
ん
た
い

堂ど
う

柳
女
門
人

り
ゅ
う
じ
ょ
も
ん
じ
ん

を
は
じ
め

と
す
る
人
々
が
奉
納
し
た
も
の
で

「
ち
よ
だ
文
学
賞
」
と
「
ち
よ

だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」
の
受
賞
作

品
が
決
ま
り
、
３
月
２３
日
に
授
賞

式
を
行
い
ま
し
た
。

大
賞

滝た
き

洸
一
郎

こ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん
「
ケ
ニ

ア
夜
間
鉄
道
」

唯
川
恵
特
別
賞

松
嶋

ま
つ
し
ま

チ
エ
さ
ん

「
化
け
猫
音
頭
」

２
名
の
小
学
生
と
３
名
の
中
学

生
が
受
賞
し
ま
し
た
。

高
橋

た
か
は
し

麻
貴
子

ま

き

こ

さ
ん
「
バ
ナ
ナ
の

星
へ
…
」（
千
代
田
小
学
校
５
年
）、

丸
山

ま
る
や
ま

紗
世

さ

よ

さ
ん「
猫
通
り
」（
昌
平
小

学
校
６
年
）、
加
藤

か

と

う

真
由
子

ま

ゆ

こ

さ
ん

「
僕
は
、
人
間
が
嫌
い
で
す
。」（
麹

町
中
学
校
１
年
）、
大
谷

お
お
た
に

光
一

こ
う
い
ち

さ

ん「
僕
と
あ
な
た
と
海
と
」（
九
段
中

等
教
育
学
校
３
年
）、
伊い

藤と
う

脩
吾

し
ゅ
う
ご

さ
ん「
宇
宙

そ

ら

の
下
の
小
旅
行
」（
暁
星

中
学
校
３
年
）

受
賞
作
品
集
は
、
総
合
窓
口
課

（
区
役
所
２
階
）や
三
省
堂
書
店
神

保
町
本
店（
神
田
神
保
町
１
―
１
）、

東
京
堂
書
店
（
神
田
神
保
町
１
―

１７
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
（
定
価

１
部
５００
円
）。

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化

振
興
係1

５
２
１
１
―
３
６
２
８

ち
よ
だ
文
学
賞

「
ち
よ
だ
文
学
賞
」「
ち
よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞
」

受
賞
作
品
が
決
定

第
４
回

ち
よ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
賞

▲滝　洸一郎さん

▲平河天満宮の石牛（幅90cm×高さ52cm×奥行き54cm）

外
濠
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
五

番
町
先
）を
、
人
工
芝
コ
ー
ト
へ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
＝
写

真
・
上
段
右
＝
。

人
工
芝
コ
ー
ト
は
、
ハ
ー
ド
コ

ー
ト
に
比
べ
て
足
腰
へ
の
負
担
も

少
な
く
、
雨
天
後
で
も
短
時
間
で

利
用
が
開
始
で
き
ま
す
。
ま
た
、

夏
の
猛
暑
で
も
体
感
温
度
の
低
減

が
望
め
る
な
ど
、
快
適
性
が
増
加

し
、
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ

道
路
公
園
課
都
市
施
設

主
査

1
５
２
１
１
―
４
２
４
４

外
濠
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
特
徴
で
あ
り
、
区
内
に
か
か
わ
る

事
柄
と
し
て
、
外
曲

そ
と
く
る

輪
門

わ

も

ん

の
警
衛
や

和
泉
橋
南
橋
詰
へ
の
仮
番
所
設
置
な

ど
の
記
事
も
見
え
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
、
往
復
の
道
筋
、
市
中

し
ち
ゅ
う

船
持

ふ
な
も
ち

鑑
札

か
ん
さ
つ

・
竃
数

か
ま
ど
す
う

の
書
上

か
き
あ
げ

、
上
洛
が
無
事

に
済
ん
だ
祝
い
金
の
支
給
な
ど
が
記

さ
れ
、
従
来
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
か

っ
た
１４
代
将
軍
徳
川
家
茂
上
洛
中
の

江
戸
町
方
の
世
相
や
取
締
り
の
あ
り

方
を
知
る
上
で
有
益
な
資
料
と
い
え

ま
す
。
家
茂
の
上
洛
中
の
江
戸
町
政

は
、
従
来
は
、
幕
府
側
資
料
や
名
主

な

ぬ

し

家け

伝で
ん

来ら
い

の
町
触
集

ま
ち
ぶ
れ
し
ゅ
う

、
日
記
類
な
ど
に

断
片
的
な
記
載
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ

る
程
度
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
御

用
留
は
町ま

ち

名な

主ぬ
し

が
作
成
し
た
た
め
、

よ
り
実
態
に
即
し
た
内
容
で
あ
る
こ

と
、
初
回
の
上
洛
直
前
か
ら
２
度
目

の
上
洛
を
終
え
た
間
ま
で
に
出
さ
れ

た
通
達
な
ど
、
順
を
追
っ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
の
千
代

田
区
域
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
非

常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

す
。区

内
に
お
け
る
教
育
関
係
者
・
芸

能
関
係
者
の
天
神
社

て
ん
じ
ん
し
ゃ

に
対
す
る
信
仰

の
様
子
を
物
語
る
資
料
で
す
。

新たに文化財3件を指定
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区
は
、
健
康
づ
く
り
と
病
気
予
防

の
た
め
、
毎
年
区
民
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
診
券
が
届
い
た
ら
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
期
間

を
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

各
健
診
の
内
容
・
受
診
期
間
等

は
、
図
表
１
・
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
文
中
の
年
齢
は
、
特
に
指
定

の
な
い
場
合
、
平
成
23
年
３
月
31
日

現
在
の
満
年
齢
で
す
。

各
健
診
に
使
用
す
る
受
診
券
は
、

対
象
者
へ
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
各
健
診
の
対
象
者
で
受
診
券
が

届
か
な
い
方
や
次
に
該
当
す
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
国
保
健
診
ま
た
は
成
人
健
診
を
受

診
前
に
保
険
証
を
変
更
し
た
方

・
４
月
１
日
（木）
以
降
に
転
入
し
た
方

で
受
診
を
希
望
す
る
方

※
昭
和
10
年
７
月
１
日
か
ら
昭
和
11

年
３
月
31
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

に
は
、
６
月
下
旬
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
に
な
る
方

に
は
、
７
月
下
旬
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
と
一
緒
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
て
区
民

健
診
の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

生
活
福
祉
課
（
1
５
２
１
１
―

４
２
１
６
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

次
の
生
年
月
日
の
女
性
に
、
子
宮

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
を
配
布
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

図
表
３
の
と
お
り

乳
が
ん
検
診

図
表
４
の
と
お
り

問
合
せ

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

1
３
２
９
１
―
３
６
４
６

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
区
内
の
大
学

や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
講

座
や
講
習
会
を
受
講
し
た
場
合
に
、

受
講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
４
月
上
旬
か
ら
配
布

予
定
の
「
申
請
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
前

期
）」
や
九
段
生
涯
学
習
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
者

補
助
額

受
講
料
の
２
分
の
１
（
年

間
１
万
円
ま
で
、
１
千
円
未
満
の

端
数
切
り
捨
て
）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
場
所

九
段

生
涯
学
習
館
（
九
段
南
１
―
５
―

10
）、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所

２
階
）、
出
張
所
等
区
立
施
設
と

対
象
講
座
の
行
わ
れ
る
民
間
学
習

機
関

対
象
講
座

次
の
民
間
学
習
機
関
で

開
催
さ
れ
る
趣
味
や
教
養
に
関
す

る
講
座
・
講
習
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

・
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ

・
池
坊
お
茶
の
水
学
院

・
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館

・
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

・
科
学
技
術
館
パ
ソ
コ
ン
道
場

・
神
田
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
プ
ー
ル
・
江

戸
遊

・
神
田
外
語
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

・
神
田
塾
／
神
田
外
語
学
院

・
共
立
ア
カ
デ
ミ
ー

・
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ

・
駿
台
Ｓ
Ｔ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

・
小
学
館
ア
カ
デ
ミ
ー

・
城
西
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ソ
フ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
（
上
智
大
学
公
開
講
座
）

・
中
央
大
学
ク
レ
セ
ン
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

・
東
京
會
舘
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

・
東
京
理
科
大
学
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

・
日
仏
文
化
協
会

・
日
テ
レ
学
院

・
日
本
健
康
太
極
拳
協
会

・
日
本
大
学
総
合
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

・
ヌ
ー
ベ
ル
エ
コ
ー
ル

・
ハ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ

・
法
政
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ

・
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
協
会

・
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー

・
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

・
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

大
学

問
合
せ

九
段
生
涯
学
習
館

1
３
２
３
４
―
２
８
４
１

http://w
w
w
.kudan-ll

（

○

）.info

名　　称

対　　象

▼図表1　国保健診・長寿健診・特定保健指導

国保健診 特定保健指導長寿健診

長寿（後期高齢者）医療保険の加入者

健診項目

注意事項

受診期間 ６月１５日（火）～平成２３年２月２８日（月）（特定保健指導は、初回利用時から６か月間）

※がん検診（有料）を希望する方は同時に受診できます。予約時に申し込んでください。

※国保健診および特定保健指導を受診する方は、受診日現在で千代田区の国民健康保険に加入している必要があります（区外に転出した

　方や社会保険に加入した方などは、受診できません）。

４０歳～７４歳の千代田区国民健康保険加入者

検査項目（無料）　問診、身体計測（国保健診のみ腹囲計測を実施）、診察、血圧、尿検査、
　血液検査（血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、貧血検査等）、心電図検査、眼底検査、
　胸部エックス線検査等、生活機能評価に関する項目（６５歳以上の方）
※一部の検査項目は、医師が必要と認めた場合に実施します。

がん検診(有料)　肺がん検診（３００円）＝胸部エックス線検査および喀炭検査（実施要件
　あり）／胃がん検診（８００円）＝バリウム検査または内視鏡検査／大腸がん検診（２００円）
　＝便潜血検査

かくたん

国保健診を受診した結果、生活習慣
病のリスクが高いと判断された方

その人に合わせた食事指導、運動
方法を行い、メタボリックシンドロ
ームの解消を図ります。
※内臓脂肪型肥満に高血糖、脂質異常が
　重複している状態を「メタボリックシン
　ドローム」と呼びます。この状態を放置
　しておくと、将来心筋梗塞や脳卒中など
　の重い病気になる危険性が非常に高く
　なるため、指導を行うものです。

受
診
券
を
送
付

早めの受診を

平平成成２２２２年年度度区区民民健健診診

区
民
の
受
講
料
を
補
助

講
座
講
習
会
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度エ

ル
エ
ル

▼図表2　成人健診・各種がん検診・区民歯科健診

がん検診・成人健診 子宮がん検診・乳がん検診 区民歯科健診

健診項目

受診期間

注意事項

がん検診・成人健診・区民歯科健診＝６月１５日（火）～平成２３年２月２８日（月）
子宮がん検診・乳がん検診＝６月１５日（火）～平成２３年１月３１日（月）　※無料クーポン券の対象者は８月1日（日）から平成２３年1月３１日（月）

４０歳以上で健康保険組合や共済組合などの保険加入者（国保健診・長寿健
診対象者を除く）

検査項目（無料）　尿潜血、血液検査（血清アルブミン、総コレステロール、
　血清クレアチニン、尿酸、貧血検査）、心電図検査、胸部エックス線検査
※特定健康診査と同時に受診した場合、重複する検査は行いません。

※医師の判断で、尿沈渣、眼底検査、眼圧検査を実施。

がん検診（有料）　肺がん検診（３００円）＝胸部エックス線検査および喀痰
　検査（実施要件あり）／胃がん検診（８００円）＝バリウム検査または内視
　鏡検査／大腸がん検診（２００円）＝便潜血検査

がん検診・成人健診　医療保険者が実施する「特定健康診査」（職場健診等）を補足するものです。基本的な健診（身体計測、尿検査等）は、医療
　保険者が実施する健診等を受診してください。がん検診を希望する方は同時に受診できます。予約時に申し込んでください。
子宮がん検診・乳がん検診
　次に該当する方で検診を希望する方は、ご連絡ください。なお、奇数年齢の方の受診は、平成２２年度で終了します。
・子宮がん検診＝３１歳以上の奇数年齢で前年度に子宮がん検診未受診者
・乳がん検診＝４１歳以上の奇数年齢で前年度に乳がん検診未受診者
※千代田区では、子宮がん検診・乳がん検診は、厚生労働省の通知に基づき、２年に一度の受診になっています。
区民歯科健診　受診券は、１９・３０・４０・５０・６０・７０・８０歳になる方および過去３年間に区民歯科健診を受けた方にお送りします。受診券の送付対象
　外で受診を希望する方はご連絡ください。　

子宮がん　２０歳～７０歳の偶数年齢の方
乳がん　４０歳～７０歳の偶数年齢の方
※７２歳以上で過去３年間に1回以上子宮がん検診また
　は乳がん検診を受けた偶数年齢の方も対象です。

※視触診およびマンモグラフィ検査は両方とも必須で
　す。どちらか一方のみの受診はできません。
※乳がん検診は、豊胸手術を受けた方、乳房疾患で
　治療中の方、経過観察中の方、妊娠中の方および
　授乳中の方は受診できません。

子宮がん検診（８００円）＝問診、視診、内診、細胞診
乳がん検診（８００円）＝問診、視触診、マンモグラフ
　ィ検査

１９歳以上
の方

歯と歯ぐき
の検査
（無料）

名　　称

対　　象

かくたん

にょう ち ん さ

▼図表4　乳がん検診無料クーポン券
　の配布対象者の生年月日

昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日

昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日

昭和３４年４月２日～昭和３５年４月１日

昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日

昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日

▼図表3　子宮がん検診無料クーポン
　券の配布対象者の生年月日

平成元年４月２日～平成２年４月１日

昭和５９年４月２日～昭和６０年４月１日

昭和５４年４月２日～昭和５５年４月１日

昭和４９年４月２日～昭和５０年４月１日

昭和４４年４月２日～昭和４５年４月１日
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大
き
な
特
徴
は
、
①
融
資
限
度
額

の
引
き
上
げ
②
利
子
補
給
率
・
信
用

保
証
料
補
助
の
優
遇
措
置
を
柱
と
し

た
「
経
営
安
定
化
支
援
特
別
措
置
」

で
す
。
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
に

呼
応
し
て
信
用
保
証
料
を
補
助
す
る

「
条
件
変
更
時
の
信
用
保

証
料
補
助
」
と
二
本
立
て

で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
通
常
の
商
工
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
＝
図
表
２
＝
。
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
経
営
安
定
化
支
援
特
例
措
置
（
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
関
連
）

利
用
要
件

中
小
企
業
信
用
保
険
法

第
２
条
第
４
項
第
１
号
〜
６
号
の

認
定
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

受
付
期
間

平
成
23
年
３
月
31
日

（木）
ま
で

申
込
み

事
前
予
約
制
（
設
備
資
金

は
予
約
不
要
）

▼
条
件
変
更
時
の
信
用
保
証
料
補
助

区
が
あ
っ
せ
ん
し
た
融
資
に
関
し

て
返
済
条
件
の
変
更
が
あ
っ
た
際
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
は
条

件
変
更
時
の
信
用
保
証
料
を
全
額
補

助
し
ま
す
。

①
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
施
行

期
間
（
平
成
21
年
12
月
４
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
金

融
機
関
へ
申
込
み
を
行
っ
た
も
の

②
申
込
み
を
行
っ
た
時
点
で
、
代
表

者
が
千
代
田
区
に
住
所
を
有
す
る

こ
と

※
該
当
す
る
事
業
所
に
は
、
変
更
決

定
か
ら
約
１
か
月
後
に
区
か
ら
申

請
に
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま

す
。該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
無
料

経
営
相
談

２
名
の
中
小
企
業
診
断
士
が
専

用
の
相
談
室
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
融
資
利
用
の
際
の
簡

易
相
談
や
一
般
経
営
相
談
な
ど
、

す
べ
て
無
料
で
指
導
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
は
予

約
制
で
す
。

問
合
せ

区
民
生
活
課
商
工
融
資

係
　

1
５
２
１
１
―
４
３
４
４

「
緊
急
景
気
対
策
特
別
措
置
２
０
１
０
」

融
資
限
度
額
を
最
大

倍
に
引
き
上
げ

▼図表2　千代田区商工融資あっせん制度　資金一覧

※営業資金、小口営業資金を併用利用する場合は、営業資金の融資限度額以内となります。         
※設備資金、小口設備資金を併用利用する場合及び営業資金、小口営業資金、設備資金、小口設備資金を併用利用する場合は、設備資金の融
　資限度額以内となります。         　　

資　金　名 資金使途 融資限度額
名目
利率

利　率
補給率

本　人
負担率

融資期間
（据置）

保証料補助返済
方法

代表者
区　分

区民 １,２００万円

１,４００万円

１,５００万円

１.４％ ６年以内
(６か月）

７年以内
(１２か月）

７年以内
(１２か月）

７年以内
(１２か月）

６年以内
(６か月）

７年以内
(１２か月）

５年以内
(６か月）

５年以内
(６か月）

５年以内
(６か月）

５年以内
（６か月）

６年以内
(１２か月）

１.９％
１.４％

１.９％

０.５％

１.６％

１.６％

０.５％

０.５％

０.４％
１.５％

１.５％

１.６％

０.４％

１.５％

０.８％
０.３％
０.８％

０.３％

１.７％

０.６％

０.６％

１.７％

１.８％
０.７％

０.６％

１.８％

１.６％

０.７％

０.６％

０.７％

０.７％

１.６％

０.３％

０.３％

０.６％

１.４％

１.４％

０.５％

１.８％

１.８％

１.５％

２.２％

２.１％

２.１％

１,０００万円

３,０００万円

１,０００万円

１,０００万円

１,０００万円

１,２００万円
８００万円

９００万円

６００万円

４５０万円

２,５００万円

５００万円

１,１００万円

６００万円

４５０万円

９００万円一般

区民

一般

区民

一般

区民

一般

区民
一般

区民

区民

区民

区民

区民

一般

一般

一般

一般

一般

営 業 資 金

設 備 資 金

小規模企業
特 別 資 金

買掛金決済などの事業
経営上必要な資金

店舗の改修･機械の設
置などの資金

上記の営業・設備資金
の用途

事業を転換または多角
化するための資金

食品小売業を営む方が
利用できる運転資金

ヒートアイランド対策・アス
ベスト対策工事等の資金

買掛金決済などの事業
経営上必要な資金

店舗の改修･機械等の
設置などの資金

上記の営業資金・設備
資金の用途

共同事業・設備のため
の資金

起業するための資金

※小口資金を利用できる方は従業員が２０人（卸売業、小売業、サービス業は５人）以下で、
　今回の申込分も含めて 保証付融資残高が１,２５０万円以下の企業又は個人事業者です。

事業転換 ･
多角化資金

食品小売業
特 別 資 金

地球温暖化環境
対策特別資金

団 体 資 金

起 業 資 金

元
金
均
等
割
賦
返
済

原
則
元
金
均
等
割
賦
返
済

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

全額補助

１

２

３

４

５

６

７

８

９

責任共有制度対象
除外（全額保証）

小 口 資 金

小口営業
資 金

小口設備
資 金

小口小規模
企業特別資金

責任共有制度対象
除外（全額保証）

細
　
目

路
上
喫
煙
の
過
料
徴
収
を
開
始

霞
が
関
・
永
田
町
・
内
幸
町
地
域

平
成
14
年
10
月
に
施
行
し
た

「
生
活
環
境
条
例
」は
、
今
回
の「
霞

が
関
・
永
田
町
・
内
幸
町
地
域
」＝
下

図
表
＝
へ
の
地
区
拡
大
で
、
区
内

全
域
が「
路
上
禁
煙
地
区
」
に
な
り

ま
し
た
。

４
月
中
は
、
周
知
期
間

で
条
例
違
反
者
に
対
し
て

は
注
意
・
指
導
の
み
で
す

が
、
５
月
１
日
（土）
か
ら
は

罰
則
の
適
用
（
過
料
２
千

円
を
徴
収
）
を
開
始
し
ま

す
。条

例
で
は
、
や
む
を
得

ず
罰
則
を
適
用
し
、
マ
ナ

ー
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
罰
則
は
あ
く
ま
で

人
々
の
マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル

の
向
上
を
呼
び
起
こ
す
手

段
で
あ
り
、
安
全
で
快
適

な
ま
ち
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
本
来
の
目
的
で
す
。

引
き
続
き
、
罰
則
が
な
く

て
も
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
が

守
ら
れ
る
社
会
に
な
る
よ
う
、
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

安
全
生
活
課
生
活
環
境

係
　

1
５
２
１
１
―
４
２
５
２

新たに路上禁煙地区に
指定された地域

※併用利用する場合の融資限度額は通常資金と同じです。

▼図表1　緊急景気対策特別措置2010【経営安定化支援特例措置】

資　金　名 融資限度額 名目
利率

利　率
補給率

本　人
負担率

融資期間
（据置） 保証料補助返済

方法
代表者
区　分

区民 １,８００万円

２,０００万円

０.８％
６年以内
(６か月）

７年以内
(１２か月）

５年以内
(６か月）

１.５％

０.８％

１.５％

０.３％

１.４％

１.３％

０.６％

１.３％

０.６％

１.８％

０.７％

２.１％

１,５００万円

９００万円

６５０万円

１,３００万円一般

区民

一般

区民

一般

営 業 資 金

設 備 資 金

小規模企業
特 別 資 金

元
金
均
等
割
賦
返
済

代表者が区
内在住の場
合のみ全額
補助　

１

２

３
従
来
の
商
工
融
資
あ
っ
せ
ん
も
実
施

区
は
、
２
０
０
８
年
に
原
油
・
原

材
料
の
高
騰
等
で
、
事
業
経
営
に
深

刻
な
影
響
を
受
け
る
区
内
中
小
企
業

者
を
対
象
に
、
経
営
安
定
化
に
向
け

た
緊
急
景
気
対
策
特
別
措
置
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
る
金
融
不
安
や
長

引
く
景
気
低
迷
の
状
況
か
ら
、
09
年

度
も
実
施
し
、
４
月
か
ら
は
「
緊
急

景
気
対
策
特
別
措
置
２
０
１
０
」
を

実
施
し
ま
す
＝
図
表
１
＝
。

東
京
都
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
相
談
セ
ン
タ
ー
は
３
月
末
で
終

了
し
ま
し
た
。
な
お
、
区
の
相
談

体
制
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
先

・
千
代
田
保
健
所（
平
日
９
時
〜

17
時
）1
３
２
９
１
―
３
６
５
５

・
千
代
田
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
毎
日
８
時
〜
21
時
）

1
３
２
６
４
―
３
９
１
０

・
東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ

ス「
ひ
ま
わ
り
」（
24
時
間
）

1
５
２
７
２
―
０
３
０
３

相
談
体
制
が
変
わ
り
ま
す

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

１.５

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆
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区
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の

大
都
市
に
お
け
る
建
築
物
の
被
災
状

況
を
教
訓
と
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
建
築
物
の
耐
震
化
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
の
旧
耐
震
基
準
の
も
と

で
建
築
確
認
を
受
け
て
い
る
建
築
物

で
す
。
た
だ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐

震
診
断
は
、
平
成
１７
年
に
発
覚
し
た

耐
震
偽
装
事
件
を
踏
ま
え
、
建
築
年

次
を
問
わ
ず
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
指
定
さ
れ
た
緊
急
輸
送
道

路
（
地
震
発
生
時
に
お
け
る
避
難
経

路
や
、
救
援
物
資
の
運
搬
経
路
を
確

保
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
道
路
。
靖

国
通
り
、

町
大
通
り
な
ど
）
の
沿

道
に
あ
る
建
築
物
の
耐
震
化
を
、
重

点
的
に
支
援
し
ま
す
。

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
工
事
の
際
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
な
と
き
、
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
ま
す
。

内
容
・
回
数

・
耐
震
診
断
の
必
要
性
の
ア
ド
バ
イ

ス
＝
原
則
１
回
派
遣

・
耐
震
改
修
工
事
が
必
要
な
と
き
の

工
事
方
法
・
資
金
計
画
の
ア
ド
バ

イ
ス
＝
原
則
５
回
派
遣

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
助
成

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
等
を
行
う
と
き
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
管
理

組
合
の
総
会
で
、
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
実
施
を
議
決
し
、
予
算
措
置

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

耐
震
診
断
助
成

図
表
１
の
と
お
り

耐
震
改
修
助
成

図
表
２
の
と
お
り

▼
建
築
物
の
耐
震
診
断
助
成

木
造
以
外
の
事
務
所
・
店
舗
・
住

宅
な
ど
の
耐
震
診
断
を
行
う
と
き
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

建
築
物
の
所
有
者
等
（
た
だ

し
、
事
務
所
・
店
舗
の
場
合
、
所

有
者
が
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ

と
）

助
成
率
・
限
度
額

・
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
＝
要

し
た
費
用
の
４
分
の
３（
限
度
額

２００
万
円
）

・
一
般
道
路
沿
道
建
築
物
＝
要
し
た

費
用
の
２
分
の
１（
限
度
額
１２５
万

円
）

区
は
、
個
人
や
事
業
者
を
対
象
に
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
等
を
導
入
す
る
際
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
高
効
率
給
湯
器
に
加
え
、
新

た
な
機
器
等
へ
の
助
成
を
開
始
し
ま

す
＝
左
図
表
＝
。
導
入
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対

策
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
６

▼図表１　マンションの耐震診断の助成割合等

分譲
マンション

賃貸
マンション

分譲マンショ
ンの管理組合

賃貸マンショ
ンの所有者等

７０％以上

５０％未満

６０％以上
７０％未満

１０/１０
（３５０万円）

１０/１０
（３００万円）

１０/１０
（２５０万円）

８/１０
（２００万円）

５０％以上
６０％未満

９/１０
（２５０万円）

７.５/１０
（２５０万円）

６/１０
（１５０万円）

５/１０
（１２５万円）

７.５/１０
（２５０万円）

５/１０
（１２５万円）

対象者 住　民
登録率

建築物の
種類 緊急輸送道路

沿道 一般道路沿道

耐震診断の助成割合
（　）内は限度額

▼図表2　マンションの耐震改修助成（事務所等除く）

補 強 設 計

法の認定を受けた
耐震改修・建替

法の認定外の耐震
改修（一定の耐震
基準を満たすと区
が認めたもの）

１０,０００m２以下 ６６６.６２/３

２/３

３３３.３１/３

１５,７６６.６

２３,６５０

２３%の
２/３

２３%の
２/３

（注）

５４３９.５２３％

１０,８７９２３％

７,２５２.６ ７,２５２.６１０,０００m２以下

５,０００m２超え
１０,０００m２以下

５,０００m２以下

延べ床面積
緊急輸送道路沿道 一般道路沿道

助成率 助成率限度額 限度額

（単位：万円）

（注）５,０００m２までの部分は２/３、５,０００m２を超え１０,０００m２までの部分は１/３
※助成基準額は、補強設計＝１,０００円/m２、耐震改修・建替＝４７,３００円/m２

※法＝「建築物の耐震改修の促進に関する法律」

区
内
の
都
市
計
画
に
関
す
る
調

査
や
審
議
を
行
う
千
代
田
区
都
市

計
画
審
議
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
生
か
す
た
め
、
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や

都
市
計
画
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
の
男
女
各
１
名

（
予
定
）

任
期
　
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

申
込
み

５
月
10
日
（月）（
必
着
）ま

で
に
封
書（
１０
面
参
照
）に
応
募

の
動
機
と「
都
心
千
代
田
に
お

け
る
都
市
計
画
の
役
割
」に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
８００
字

以
内
に
ま
と
め
（
様
式
は
自

由
）、
都
市
計
画
課
都
市
計
画

主
査（
〒
１０２
―
８６８８
九
段
南
１
―
２

―
１
1
５
２
１
１
―
３
６
１
０
）

へ
。

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

▼省エネ促進のための助成対象機器等

既築新築助成対象 対象 助成金額（上限額）※１

買替限定

太 陽 熱 温 水 器

太 陽 光 発 電
シ ス テ ム

太 陽 熱
ソ ー ラ ー シ ス テ ム

CO２冷媒ヒートポンプ
給湯器（エコキュート）

ガ ス エ ン ジ ン 給 湯 器
(エコウィル／ジェネライト)

燃 料 電 池 シ ス テ ム
（エネファーム）【新規】

潜 熱 回 収 型 給 湯 器
（ エ コ ジ ョ ー ズ ）

省 エ ネ 診 断 後 の
設 備 改 修 　

外 壁 ・ 窓 等 の
断 熱 改 修 等【 新 規 】

電 気 自 動 車

プラグインハイブリッド車

商店街･マンション・学校・病院
等の共用部へのLED照明

家庭用

家庭用

家庭用

家庭用

家庭用

家庭用

家庭用

家庭用

業務用

業務用

業務用

業務用

業務用

業務用

業務用

業務用

中小事
業者向
け

１０万円／kW（４０万円）

９,０００円／m２（１０万円）

１５万円／kW（１００万円）

９,０００円／m２（２０万円）

１.６５万円／m２（５０万円）※２

１.６５万円／m２（１００万円）

機器費用の１５％（１０万円）

機器費用の１５％（１０万円）

機器費用の５％（１０万円）

機器費用の５％（１０万円）

機器費用の２０％（５０万円）

機器費用の４０％（５万円）

機器費用の１０％（２.５万円）

設置費用の２０％（１００万円）

設置費用の２０％（１００万円）

断熱施工費用（差額）の２０％
（１００万円）

業務用車両の買替を対象にガ
ソリン車との購入費用の差額
の１２.５％（４０万円〈リース契約
を含む〉）

○○

○○

○○

○○

○○

○

○

○

○

○

※３

※１　ＣＥＳクラスⅡ・Ⅲ参加者は、助成金額が一律２０％増し
※２　熱証書のある場合＝３.３万円／m２（上限額５０万円）
※３　グリーンストック協議会エリア内での「省エネ診断後の設備改修」は、設置費用の３０％（上限額１５０万円）
（注）助成対象や内容・金額等は、助成団体により異なります。

高
齢
者
等
が
お
住
ま
い
の
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
行
う

と
き
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象

次
の
世
帯
が
居
住
す
る
木
造

住
宅

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

（
た
だ
し
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯
を
除
き
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
）

・
重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
２
級
、
愛
の
手
帳
１
〜

２
度
）、
精
神
障
害
者
（
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級
）、

要
介
護
３
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

助
成
率
・
限
度
額

耐
震
診
断
＝
10

分
の
10（
限
度
額
10
万
円
）、
耐
震

改
修
＝
10
分
の
10（
限
度
額
１００
万

円
）

―
い
ず
れ
も
―

問
合
せ

建
築
指
導
課
建
築
審
査
主

査（
構
造
担
当
）

1
５
２
１
１
―
４
３
１
０

木
造
住
宅
に
も
助
成

高
齢
者
・
障
害
者
宅
を
対
象
に

診断・改修等の費用を助成
区内のマンション等の耐震化

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器
等
の
導
入
に
助
成

東
京
23
区（
特
別
区
）は
、
給
与
や

任
用
制
度
な
ど
23
区
共
通
で
基
準
を

定
め
て
い
る
項
目
の
う
ち
、
特
別
区

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
事
項

で
、
特
別
区
職
員
労
働
組
合
連
合
会
、

東
京
清
掃
労
働
組
合
本
部
と
特
別
区

統
一
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
労
使
交
渉
の
透
明
化

と
、
よ
り
一
層
の
信
頼
確
保
を
図
る

た
め
、
労
使
交
渉
の
結
果
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
今
後
も
両
組
合
と
の
労
使

交
渉
の
結
果
は
、
随
時
公
表
し
ま
す
。

公
表
開
始

４
月
中
旬
か
ら

公
表
内
容

交
渉
の
日
時
・
場
所
・

出
席
者
・
や
り
と
り
・
資
料
な
ど

問
合
せ

人
事
担
当
課

1
５
２
１
１
―
４
１
４
９

http://w
w
w
.city.chiyoda.lg.jp/

m
enu/dpt/dpt00501.htm

l

２３区の給与・任用制度等

労使交渉結果を
HPで公表

▲エネファーム



入学進級おめでとう会
楽しいゲームがいっぱい。みんなで

きてね。
■神田児童館13253－6021
４月１４日(水)１４時～１５時、外神田３－

４－７
■一番町児童館13230－0866
４月２１日(水)１５時～、一番町１０

■四番町児童館13234－3084
４月２１日（水）１４時４５分～１６時、四番

町11
■西神田児童センター15215－9062
４月１４日（水）１４時～１５時、西神田

２－６－２
―いずれも―

小学生対象、当日直接会場へ。

区は、平成２２年度の任意予防接種に
ついて、接種費用の一部を助成します。
対象感染症（ワクチン）と対象者
①細菌性髄膜炎（ヒブワクチン）＝２か
月以上５歳未満の乳幼児
②小児肺炎球菌＝２か月以上５歳未満
の乳幼児

③みずぼうそう＝１歳以上就学前まで
の幼児（１歳から３歳が推奨年齢）
④おたふくかぜ＝１歳以上就学前まで
の幼児（１歳から３歳が推奨年齢）
⑤インフルエンザ＝１歳以上就学前ま
での幼児
助成内容 接種費用の一部を助成しま
す。ワクチンや年齢によって接種回
数・接種費用が異なります。助成額を
引いた金額を支払い接種してください。
接種期間 平成２３年３月３１日まで（イン
フルエンザは、１０月１日以降の予定）
接種場所 区内の指定医療機関。詳し
くは、区のホームページ（http://www.
city.chiyoda.lg.jp）や乳幼児健診でお
知らせします。
健康推進課保健予防係1３２９１－３６５４

「ＡＢＣクッキング丸の内スタジオに行
こう」
いちごのロールケーキを作ります。
４月１７日（土）１０時３０分～１３時、区内
在住・在園・在学の幼児（４歳以上）～
小学生とその保護者（祖父母を含む）２５
組（１組３名まで・申込順）、参加費＝1
組１,５００円（作成するケーキは１組２本）、
申込みは直接四番町児童館（四番町１１
1３２３４－３０８４、資料等をお渡しします）
へ。

千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ（３０分程度）を行っています。
気軽にご参加ください。
■千代田図書館15211－4289
４月１５日（木）１１時～（乳幼児向け）／

４月１７日（土）１５時～（幼児以上向け）
■四番町図書館13239－6357
絵本の読み聞かせと読書ノートをつ

くります。
４月２５日（日）１４時～（３歳以上小学校低

学年）

区は、経済的な理由で学校に通うこ

とが困難な児童･生徒の保護者に、給
食費や学用品費等を援助しています。
区内の区立学校へ通学している方に
は、学校を通じてお知らせします。区
外の学校へ通学している方は、お問い
合わせください。
対象 次のすべてに該当する方
①児童・生徒、保護者とも区内在住
②国公立の小･中学校・中等教育学校
（前期課程）の児童・生徒
③生活保護受給者またはこれに準ずる
方
学務課学務係　　　 1５２１１－４２８４

子ども手当の受給対象世帯に準備が
整いしだい申請書を送付します。
対象 ０歳～１５歳の児童を養育する区
内在住の保護者
支給額 子ども1人当たり月額１３,０００
円
※所得制限はありません。なお、次世
代育成手当との併給はできません。
子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

野外で大自然の恵みを仲間と一緒に
思いっきり満喫する、子ども自然教室
の通年参加者（全７回）を募集します。
対象 区内在住・在学の小学校４年生
～中学校３年生７５名（抽選）
申込み ４月２１日（水）（必着）までにハガ
キ（１０面参照・1人１枚）に学校名・
学年・性別・生年月日・保護者名・
「子ども自然教室通年参加希望」と
記入し九段生涯学習館「子ども自然
教室係」（〒１０２－００７４九段南１－５－１０
1３２３４－２８４１）へ。

※費用は1回ごとの支払いになります（交
通費・保険料を含む）。
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▲さくら花数調査（九段小学校）

児童館・児童センター

区役所の代表電話　3264ー2111

平成２２年度　子ども自然教室

通年参加者募集

四番町児童館　異世代交流事業

おはなし会

青少年委員会は「ひがた」をテ
ーマにしたプログラムを開催しま
す。１滴の水が川の上流から大き
な流れとなって海に流れ込み「ひ
がた」を作るまでを、1年間で楽し
く学びます。
とき・内容 下図表のとおり(全４
回)
場所 東京湾近辺(千葉方面)
対象 区内在住・在学の小学校２～
６年生５０名 (抽選・新規参加者優
先)
参加費 １０,０００円（全４回分）
申込み ４月２０日(火)（必着）までに往
復ハガキ（１０面参照）に学校名と
学年を記入し千代田区青少年委

員会事務局 (〒１０２－８６８８九段南
１－２－１子ども総務課内)へ。詳
しくは、情報コーナー（区役所２
階）・出張所・児童館などで配布す
るチラシをご覧ください。
千代田区青少年委員会・江間

1０９０－２６５７－７３５９

「ひがた探検隊」参加者募集

とき（予定） 内容（予定）

第１回（春）　５月１６日(日)

第３回（秋）　１０月３１日(日)

第４回（冬）　２月２０日(日)

第２回（夏）　６月２６日(土)
※潮の関係で６時４５分集合

ひがたで見られる生物を観察し、自然の恵み
を知ります。

船に乗って、簾立漁を体験しとれた魚を昼食
にします。

川の源をハイキング、ダムを見学します。

自分で海苔をすき、漁師さんが海上で食べる
鉄砲巻を作って食べます。

※原則として全回出席。集合時間は７時３０分区役所集合（第２回のみ６時４５分集合）

す だ て

の り

お子さんの任意予防接種
費用の一部を助成

子ども手当の受給対象世帯に
申請書を送付

給食費や学用品費等の援助

と　き タイトル・場所 費用

５月２２日(土)
　　～２３日(日)

８月２２日(日)
　　～２５日(水)

１２月２５日(土)
　　～２７日(月)

平成２３年
　３月６日(日)

７月１１日(日)

１０月２４日(日)

１１月２８日(日)

ようこそ  子ども自然教室へ（竹箸作り・地曵網）
大房岬少年自然の家（千葉県南房総市富浦町）

サマーキャンプ準備会　
九段生涯学習館

海へ行こう サマーキャンプ（岬探検・キャンプファ
イヤー）
大房岬少年自然の家（千葉県南房総市富浦町）

雪だらけのウィンターキャンプ（雪遊び）
裏磐梯高原ホテル白雲荘（福島県耶麻郡裏磐梯高
原乙女沼畔）

思い出いっぱい 子ども自然教室（思い出発表会・
修了式）
九段生涯学習館

※天候などによりプログラムを変更する場合がございます。予めご了承ください。

秋の味覚発見隊（キウイ狩）
水代果樹園（千葉県流山市）

ウィンターキャンプ準備会
九段生涯学習館

４,５００円

１,５００円

６００円

１１,０００円

１０,０００円

ば し

２月２３日、 町小学校で６年生の
児童８０名が参加し、ワークショッ
プ「トルコってどんな国？」を開催
しました。
このワークショップは、特定非

営利活動法人ちきゅう市民クラブ
が主催し、２００５年５月に来日して、
現在日本でトルコの工芸品を扱う
ショップを経営しているアールダ
ン・キュルシャドさん＝写真＝が、
講師を務めました。
ワークショップでは、トルコ共

和国の場所や歴史をはじめ、世界
遺産であるトロイの遺跡、トルコ
で盛んなスポーツなどの説明が行
われました。また、世界三大料理

の一つといわれるトルコ料理や有
名な伸びるアイスクリーム、トル
コの音楽など紹介しました。
児童たちは、トルコ語での自分

の名前の紹介や日常のあいさつの
仕方なども学びました。また、「ト
ルコで一番人気の日本アニメは何
か」などのクイズ問題に「ポケモ
ン！」「ドラえもん！」と楽しそう
に答えていました。児童は「トル
コの気温はどれくらいですか」「ど
んなお札がありますか」「どんな鉄
道が走っていますか」など、講師
に熱心に質問していました。
参加した児童は「トルコという

国がどんなところかよくわかりま
した。ぜひ一度行ってみたい」「ト
ルコの人たちは日本人が好きだ、
ということを知ってうれしくなり
ました」「トルコの文化と日本の文
化のつながりがよくわかりました」
「トルコアイスの話が面白かった。
伸びるアイスを食べてみたい」な
どと感想を話してくれました。

町小学校でワークショップ
トルコってどんな国

ひと まち ふれあい
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▲折り紙体験コーナー（高齢者センター）

社会福祉協議会では２４時間３６５日
電話での相談を受け付け､地域に暮
らす方の力を借りて暮らしの「ち
ょっとした困りごと」を解決する
お手伝いをしています。
この「困りごと２４」に４月から専

用の電話番号ができました。相
談・お問い合わせの際はご注意く
ださい。

対象 高齢の方や、高齢の方だけ
の世帯など
利用内容 ３０分程度できるお手伝
い／電球の交換・ブレーカー落ち
の復旧・軽い荷物の移動・ネジの
ゆるみ・代筆、代読など
新電話番号 1５２８２－３７１７
問合せ 社会福祉協議会

1５２８２－３７１７
6５２８２－３７１８

chiiki@chiyoda-cosw.or.jp

心と体の健康を維持するために
いろいろな教室に参加してみませ
んか。

対象 ６５歳以上の区内在住者
申込み・問合せ 各高齢者在宅サ
ービスセンターへ。

６５歳以上の被保険者へ平成２２年
度の介護保険料の通知を４月中旬に
発送しますので、ご確認ください。
問合せ 高齢介護課介護保険係

1５２１１－４２２４

４月から次の利用者負担が無料
になります。
対象 住民税非課税に該当する障
害者（配偶者を含む）および障害
児の世帯

対象になるサービス
①障害福祉サービス費（療養介護
医療を除く）
②障害児施設支援費（障害児施設
医療を除く）
③補装具費
利用者負担軽減の対象サービス範
囲を拡大
今回の利用者負担の軽減は、特

別対策（平成１９年４月）または緊急
措置（平成２０年７月）で、軽減の対

象ではなかった入所施設やグルー
プホーム、ケアホーム等を利用し
ている２０歳以上の障害者や、補装具
費の支給を受ける障害者等も対象
になります。
問合せ 生活福祉課障害者支援主
査　　　　1５２１１－４２１７

6３２６４－０９２７
seikatsufukushi@city.chiyoda.

lg.jp

在宅で暮らす要介護高齢者等
の中には、医療保険や介護保険
だけでは十分なリハビリを受け
られない方がいます。
そのため、リハビリが必要な

方を対象に、自宅で体の調子に
合わせたリハビリを受けること
ができる「在宅高齢者等訪問リ
ハビリ支援事業」を実施してい
ます。
対象
①要支援1以上の要介護認定を受
けている方で、リハビリを受
けるには、現在の介護保険の
支給限度額では不足する方

②６５歳以上でリハビリが必要な
ため、要介護認定の申請をし
た方
内容 年間２４回を限度に、区と
協定を結んだ委託診療所等か
ら理学療法士等が派遣され、
自宅で本人の体の調子に合わ
せた訪問リハビリのサービス
を受けられます。
※サービスを受けるには、医師
の指示書が必要です。
自己負担 1回につき７００円
問合せ 高齢介護課在宅支援係

1５２１１－４２２０
6３２３９－８６０６

一般公募によって集められた切手に関する作品や、一流デザイナーが手がけ
た切手、マイ切手作成のワークショップで切手収集の楽しさを紹介します。

陶磁、染織、漆工、そして人形等の名品の中から、「花」を主題とする約１００点をご紹介し
ます。小さな文様からフォルム全体まで、素材や技法に味がある「花」をお楽しみください。

明治から昭和にかけて活躍した日本画家・安田靫彦（１８８４-１９７８）の歴史画、静物画を紹介。
歴史や神話上の人物、梅や桜をはじめとする花々などを描いた作品を展示します。

江戸末期より庶民の娯楽のひとつで、現在のサーカスに通じる軽業・曲芸を
取り上げます。幕末の曲芸師のダイナミックで華やかな芸をお楽しみください。

イタリアの収集家アントニオ・ベッタニーニのコレクションから「ブーペの恋人」「ニュー・シ
ネマ・パラダイス」等１９３８年から１９９０年までのオリジナルポスター約７０点を展示します。

（７面のつづき）

館　　名 催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

土・日・祝
日・４/３０

全日本切手展２０１０逓 信 総 合 博 物 館

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

温雅な風景画で知られる日本画家・小野竹喬。《奥の細道句抄絵》（１９７６年）
等の代表作１１９点およびスケッチ５２点によって、その創作の軌跡を追います。

国内外の著名なデザイナーがかかわったカメラやファッションブランドとのコラボレー
ションモデルなど、「カメラとデザイン」をテーマに個性豊かなカメラを展示・紹介。

２００９年度に博物館が新たに収集した古典籍や、古墳時代
の石製品、有田焼等の資料をご紹介します。

人形浄瑠璃は語り物音楽である浄瑠璃と人形から成る日本の伝統芸能です。人形浄瑠璃文楽の
歩んできた道を国立劇場、国立文楽劇場所蔵資料を中心に映像や音声を併用してご案内します。

身近な場所で行う自然観察は、生物多様性を理解するための絶好の機会です。
自然の見方や観察テーマの探し方を知り、自然観察を始めてみませんか。

４/２３（金）～２５日（日） 1３２４４－６８１１

東京国立近代美術館

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

東京国立近代美術館
工 芸 館

ニューオータニ美術館

日本カメラ博物館

明 治 大 学 博 物 館

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

イタリア文化会館

国立演芸場展示室

所蔵作品展 
近代工芸の名品―花

生誕１２０年　小野竹喬展

日本自然保護協会
「自然観察　はじめの一歩」

新収蔵資料展２０１０

人形浄瑠璃文楽の歴史

安田靫彦展―花を愛でる心―

特別展「カメラとデザイン」

演芸資料展 
―幕末の技比べ―

イタリア映画ポスター展　
１９３８－１９９０

～４/１８（日）

～６/２０（日）

～５/１９（水）

～４/１１（日）

～４/１８（日）

～４/２５（日）

～５/２４（月）

～６/２０（日）

４/１５（木）～５/７（金）

月※

月※

月※

月※

月※

日・５/１

無料

無料

１１０円

１,３００円

２００円

３００円 1３２６３－７１１０

1３２８３－３５３６

８００円
（宿泊客は無料）

無料

無料

無料 1３２６４－６０１１
内線１３・１４

1３２９６－４４４８

1３２６５－７４１１

1３２６５－７４１１

1３２２１－４１１１

４/２２・２３・２６
～２８・３０

ゆき ひこ

ちっきょう

「困りごと２４」の連絡先が
変ります

平成２２年度
介護保険料のお知らせ

在宅高齢者等訪問リハビリ支援事業を
実施しています

障害者自立支援法改正で
障害福祉サービス費などが無料に

介護予防教室のお知らせ

一番町高齢者在宅
サービスセンター
（一番町１２いきい
きプラザ一番町内）

1３２６５－６３１１

西神田高齢者在宅
サービスセンター
（西神田１－３－４西
神田庁舎内）

1５２８２－３７１５

岩本町高齢者在宅
サービスセンター
（岩本町２－１５－３
岩本町ほほえみプ
ラザ内）

1５８２５－３４０７

フェルデンクライスメソッド
（自然な動きを取り戻すために、心地よい小さな
動きでからだを刺激します）
（毎月第２・４水曜   午後１時３０分～３時３０分）

カンツォーネを聴こう、歌おう、発声しよう
（毎月第４土曜　午前１０時～正午）

音楽運動療法（毎月第２・４木曜　午前１０時～正午）

歯っぴーかむかむ塾（年２回）

高齢期ハッピー栄養教室（年1回）

女性のためのさわやか教室（年1回）

介護予防講演会（年1回）

ハッスル体操教室
（毎週月曜　午後1時３０分～３時）

心肺機能強化、叙情歌（じょじょうか）を唄おう
（毎月第２～５木曜　午後1時～２時３０分）

絵手紙教室（毎月第１木曜　午後1時３０分～３時）

ハッピー栄養教室
（指定の土曜　午後１時～２時３０分）

講演会（指定の土曜　午後１時３０分～３時）

ほほえみヨガ教室（毎月第１～４ 金曜　午後1時３０分～２時３０分）

カラオケ教室（毎月第１～４水曜　午後1時３０分～３時）

書道教室（毎月第２・４木曜　午後1時３０分～３時）

太極拳（毎月第１～３水曜　午後２時～３時３０分）

スポーツ吹矢（毎月第１・３火曜　午後1時３０分～３時）

うた声サロン（毎月第２・４月曜 午後1時３０分～３時）

倶楽部いわもと（毎月第２～４木曜　午後２時～４時）

絵手紙教室（毎月第３木曜・８月を除く午後1時３０分～３時）

介護予防発表会（年1回）

１５人

４０人

１５人

１０人

１０人

３０人

３０人

１５人

１５人

１５人

１２人

３０人

１５人

１５人

１５人

１５人

２０人

２０人

２０人

２０人

会　場 定員プログラム

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。



（7）No. 1277 22.4.5 区役所の代表電話　3264ー2111

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

5月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
３０ ３１

認知機能向上教室では、体操や
パソコン操作などで認知症予防に
努めています。ぜひ参加ください。
とき ４月１９日・２６日・５月１０日・１７
日・２４日・３１日・６月７日・１４日・２１日・
２８日のいずれも月曜（全１０回）午前
９時４５分～１１時１５分

会場 いきいきプラザ一番町カス
ケードホール（一番町１２）
対象 1人で歩いて教室に参加でき
る６５歳以上の区内在住者３０名（申
込順）
申込み ４月１５日（木）までに電話で
高齢介護課介護予防係（1５２１１
－４２２２）へ。

館　　名

相田みつを美術館

出 光 美 術 館

科 学 技 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国 立 公 文 書 館

JC I Iフォトサロン

相田みつをには、書家・詩人・エッセイストという横顔があります。書とエッセイが一対にな
った初の書籍「おかげさん」の作品を中心に、新たな相田みつをの書の魅力を紹介。

茶道具、煎茶具、そして書画の優品を一堂に集め、現代の私
たちの視点から、喫茶文化の趣向と展開をふり返ります。

日本画、彫刻、工芸の分野から、これまで当館で展示する機会の少なかっ
た大正から昭和初期に制作された作品の中から、優品を紹介します。

平将門命奉斎７００年を記念し、当館資料を展示予定。映像資料もお
りこみつつ、江戸東京文化を知っていただく展示を予定しています。

カリスマ的役柄で圧倒的な存在感を放つ三國連太郎氏の独特の魅力
を表現した写真作品、約６０点（すべてモノクロ）を展示・紹介。

「探索機を宇宙に送ろう」「すい星のクレーター」「ゆかいなクラ
クション」「音で探る」と題していろいろな実験を行います。

出生から臨終まで、人生の折々に作成された文書から、幕
臣（旗本御家人）たちの知られざる姿に光をあてます。

1,０００円

８００円 1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３５８１－１６５１

～６/６（日）

～４/２２（木）

～４/２５（日）

第１期＝～４/２５（日） 
第２期＝５/1（土）～３０（日）

第１期＝～４/１１（日）
第２期＝４/１３（火）～５/９（日）

～４/１４(水)

～６/２９（火）

４/１８（日）

～６/１３（日）

～７/２５（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

無料

1５２０８－１０６３無料

無料

３００円 1３２５４－０７５３

1３２１４－０６２１無料

無料

無料

無料

1３２６１－０３００

月  ・金

月

日・祝日

月

４/２３・３０

祝日は開館

月
祝日は開館
（５/３は開館）

月
祝日は開館
（５/３は開館）

月

平日

祝日は開館

千 秋 文 庫

昭 和 館

本展では、戦傷病者の体験記に焦点をあて、そこに記された多様な労苦
とその背景を、関連する実物資料や証言映像を交えて紹介します。

版画を通して、昭和初期から戦後にかけての現在とは異なっ
た懐かしい風景や、人々の生活の様子を紹介します。

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在職
の表彰決議が行われる。戦後、表彰された議員を順次紹介する。

～５/９（日） 1３２３４－７８２１

1３２２２－２５７７

佐竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写絵画の中から、
テーマごとに中国画と日本画を並べ、比較してみます。

第４４回企画展「おかげさん―相田
みつを・書とエッセイの世界―」

日本の美・発見Ⅲ 
茶  Ｔea―喫茶のたのしみ―

沢渡朔作品展 
Ｃigar―三國連太郎

中国と日本のまなざし 
―狩野派による模写絵画展

館蔵名品展 
版画に描かれたくらしと風景

あふれる想い、伝える言葉―戦傷病
者とその家族が綴る体験記展―

「花ひらく個性、作家の時代―大
正・昭和初期の美術工芸」

旗本御家人Ⅱ
―幕臣たちの実像―

日本ＩＢＭ 
ＴｒｙＳcience　実験教室

平将門命奉斎７００年記念 
「江戸のチカラ」

永年在職表彰元議員肖像画展ⅤⅢ衆議院憲政記念館

し ょ う け い 館  

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

※

４００円 1３２６１－００７５

（５/３・３１は開館）

（常設展示室
は有料）

（入館料は別
途必要）

「脳トレ」教室参加者募集

高齢者大学 年間登録受講生募集

後期高齢者医療　平成２２年度の保険料と軽減措置
平成２２年1月の東京都後期高齢者医療広域連合議会で、平成２２年度の

保険料および軽減措置が決定しました。

■保険料の軽減について
所得に応じて、保険料の軽減が

あります（軽減には確定申告をは
じめ、所得の申告などが必要で
す）。

①均等割額の軽減
同じ世帯の被保険者全員と世帯

主の「所得金額を合計した額」
(※２)をもとにした軽減がありま
す＝下表＝。

保険料の決め方

東京都の保険料 均等割額
被保険者1人当たり

所得割額

（限度額
　　５０万円） ３７,８００円

＝ ＋
賦課のもとになる所得金額
（※１）

× 東京都の所得割率 ７.１８%

※１　賦課のもとになる所得金額とは、旧ただし書き所得のことで、前年の総所得およ
　　　び山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額
　　　３３万円を控除した額です（ただし、雑損失の繰越控除額は控除しません）。

ふ か

所得金額の合計が下記の基準を超えない世帯 軽減割合

基礎控除額（３３万円）

※２　６５歳以上で公的年金控除を受けた方は、年金所得からさらに高齢者特別控除
　　　１５万円を差し引いた額で判定します。

８.５割軽減を受ける世帯のうち、後期高齢者医療制度
の被保険者全員が、年金収入８０万円以下（その他の
所得がない）

基礎控除額（３３万円） ＋ ２４.５万円
　　　　　　× 被保険者数(被保険者である世帯主を除く）

基礎控除額（３３万円） ＋ ３５万円 × 被保険者数

８.５割

９割

５割

２割

賦課のもとになる所得金額（旧ただし書き所得）
年金収入のみの場合

軽減割合

１５万円（年金収入1６８万円）以下

２０万円（年金収入1７３万円）以下

５８万円（年金収入２１１万円）以下

全額

７５％

５０％

②所得割額の軽減
被保険者本人の「賦課のもとに

なる所得金額」を基準にした軽減
があります＝下表＝。

③会社の健康保険など（国保・国
保組合は除く）の被扶養者だっ
た方の保険料の軽減
後期高齢者医療制度加入の前日

まで、会社の健康保険など（国保・
国保組合は除く）の被扶養者だっ
た方は、所得割額が無料になり、
均等割額が９割軽減された額のみ
となります。
問合せ
・後期高齢者医療制度＝広域連合
お問合せセンター（7０５７０－
０８６－５１９／IP電話〈ひか
り 電 話 〉・P H S の 方 は 1

０３－３２２２－４４９６）
・個別の相談・個人情報＝保険年
金課後期高齢者医療係

1５２１１－４２０６

■平成22年度後期高齢者医療の
保健事業について
人間ドック利用補助
後期高齢者医療制度加入者で

保険料の未納がない方が、区で
契約した指定医療機関で人間ド
ック（日帰り）を受ける場合に受診
料金の一部を補助しています。
詳しくは、お問い合わせくださ
い。
保養施設の案内
後期高齢者医療制度加入者に

近県の温泉地等の旅館を指定料
金で案内しています。

―いずれも―
問合せ 保険年金課国民健康保
険係 1５２１１－４２０５

高齢者大学は年間７つのテーマ
で２１回の講演会を行います。また、
社会見学、ゼミナールなど1年間を
通して学ぶプログラムです。
対象 ６０歳以上の区内在住者
コース Ａコース（５～７月）＝午前
１０時３０分～１１時３０分／Ｂコース
（同）＝午後１時３０分～２時３０分
※ただし、Ａコースも１０月以降は午
後になります。
定員 各７０名（抽選）
受講料 ５００円（年間）
申込み ４月１６日（金）（説明会終了後）
～２２日（木）までに官製ハガキをお持
ちの上、直接高齢者センター窓口

（神田神保町２－２０）へ。
説明会 ４月１６日（金）午後１時３０分
から高齢者センターで。
※昨年とは受講方法、内容が異な
ります。説明会にご参加ください。
※高齢者センターの利用には、登
録が必要になります。
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１

いきいきライフ



５月１４日（金）１３時～１７時、スポーツ
センター（内神田２－１－８）、区内在
住・在勤者２００名(申込順)、参加費＝
５００円、５月１０日（月）（必着）までにハガ
キまたはファクシミリ（１０面参照）で千
代田区太極拳連盟・山崎（〒１０１－００５４
神田錦町２－５－１０1３２５９－８０４４6

３２５９－８５８７）へ。

春は新しい生活をスタートさせる季
節です。ちよだボランティアセンター
では、春からボランティア活動を始め
る皆さんを応援します。千代田区でボ
ランティア活動を始めてみませんか。
活動例　
・老人ホームでの活動（施設利用者の
洗濯物たたみ・シーツ交換・話し相手
等）
・こども園（児童施設）での活動（子ども

の遊び相手・食事の準備と片付け・清
掃等）
※活動日時は応相談。詳しくは、お問
い合わせください。
ちよだボランティアセンター

1５２８２－３７１６

九段生涯学習館は、区内在住・在学
のお子さんを対象に、学校外での自然
体験や生涯学習プログラムを提供して
います。子どもと一緒に過ごし、プロ
グラムを円滑に進める手伝いをするボ
ランティアを、随時募集しています。
登録資格・条件 次の①～④をすべて

No.1277 22.4.5（8）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

国民年金 学生納付特例制度のご利用を
平成２１年度分の申請は４月末まで

日本国内に住むすべての人は、２０歳
から国民年金の被保険者になり、保険
料の納付が義務付けられます。学生に
は、本人の申請で保険料の納付が猶予
される学生納付特例制度が設けられて
います。
学生とは 大学（大学院）・短期大学・
高等学校・高等専門学校・専修学校・
各種学校（学校教育法で規定する修
業年限が１年以上の課程）・一部の海
外大学の日本分校の学生・生徒
※夜間・定時制、通信課程も含みます。
所得制限 本人の前年の所得が一定額
以下（１１８万円＋扶養親族等の数×３８
万円＋社会保険料控除等）
承認を受けると 承認を受けた期間
は、老齢基礎年金の受給資格期間に
算入されますが、年金額には反映さ
れません。しかし、ケガや病気によ

る障害や死亡といった不慮の事故な
どの場合、障害基礎年金や遺族基礎
年金が保障されますので、万一のと
きにも安心です。
保険料の追納 承認を受けた期間の保
険料は、１０年以内であれば古い順か
ら納付（追納）することができます
（承認を受けた年度の翌年度から起
算して３年度目以降は、当時の保険
料に一定の金額が加算されます）。
申請方法 申請書に学生証や前年の所
得を証明できる書類などを添えて、
住所地の区市町村の国民年金担当窓
口に提出してください。なお、平成
２１年度分（平成２１年４月～平成２２年
３月）の学生納付特例申請の受付は、
４月３０日（金）で終了しますので、早め
に手続きをお願いします。
保険年金課国民年金係1５２１１－４２０２

九段中等教育学校吹奏楽部
定期演奏会

満たす方
①高校生以上の方（未成年者は保護者
の同意が必要）
②団体生活やキャンプ生活に適応でき
る心身ともに健康な方
③やる気があり、ボランティアを通じ
て社会に通じる力を身につけたい方
④子どもの育成に興味がある方
※申込みや手続き方法等詳しくは、お
問い合わせください。
九段生涯学習館　　 1３２３４－２８４１
ｐｏｓｔ＠ｋｕｄａｎ-ｌｌ（エルエル）.ｉｎｆｏ

職種 Ⅰ類（事務・土木造園・建築・機
械・電気・福祉・衛生監視・保健師）
試験日 ５月９日（日）（第１次）
申込み ４月１２日（月）（消印有効）までに
所定の申込書を郵送で特別区人事委
員会へ。
※インターネットでも受け付けます。
詳しくは、情報コーナー（区役所２
階）等で配布している採用試験案内
（申込書）をご覧ください。
特別区人事委員会事務局任用課採用
係　　　　　　　　 1５２１０－９７８７
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔｏｋｙｏ２３ｃｉｔｙ.ｏｒ.ｊｐ/

ｓａｉｙｏｕ-ｓｉｋｅｎ.ｈｔｍ
（区）人事担当課　　　 1５２１１－４１４９

４月１日現在６５歳未満で、公的年金
所得と給与所得のある方の住民税の徴
収方法が平成２２年度分から変わります。
所得税・住民税の申告の際に住民税

の徴収方法を普通徴収と選択した方を
除き、公的年金所得にかかる住民税は、
原則、給与所得から差し引かれます
（特別徴収）。
※申告で普通徴収を選択しなかった方
も、４月３０日（金）までに届出をすると、
公的年金所得やその他の所得にかか

る住民税を普通徴収にすることがで
きます。詳しくは、お問い合わせく
ださい。
税務課課税係　　　 1５２１１－４１９１

都は、気管支ぜん息などの疾病で治
療中のすべての年齢の方を対象に、医
療費の助成を行っています。詳しくは、
お問い合わせください。
対象 次の①～③をすべて満たす方
①都内に引き続き１年以上住んでいる
②健康保険に加入している
③申請日以降、喫煙しない
助成内容 医療券の有効期限内に気管
支ぜん息の治療にかかった医療費の
うち、保険適用後の自己負担分
書類配布・申請先 直接健康推進課保
健予防係（神田錦町３－１０千代田保健
所1３２９１－３６４１）へ。

九段中等教育学校吹奏楽部は、ホー
ルでの第２回定期演奏会を開催しま
す。大編成による熱のこもった演奏を、
ぜひお楽しみください。
４月１８日（日）１３時３０分開演（１３時開

場）、国立オリンピック記念青少年総
合センター大ホール（渋谷区代々木神
園町３－１）、演奏曲目（予定）＝交
響組曲「ハリー・ポッター」／ウィー
クエンド・イン・ニューヨーク／シン
グ・シング・シングほか
※来場の際は公共交通機関をご利用く
ださい。
九段中等教育学校　 1３２６３－２０９１

公的年金所得の住民税
６５歳未満の方は徴収方法が変更に

一人ひとりが、交通安全につい
て考え、交通ルールの遵守と正し
い交通マナーの実践を習慣づけま
しょう。
運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点
①すべての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用
の徹底

②自転車の安全利用の推進
③飲酒運転の根絶
④二輪車の交通事故防止
問合せ 道路公園課事業調整主査

1５２１１－４２３９
町警察署　　　 1３２３４－０１１０
丸の内警察署　　 1３２１３－０１１０
神田警察署　　　 1３２９５－０１１０
万世橋警察署　　 1３２５７－０１１０

春春のの千千代代田田区区交交通通安安全全運運動動
やさしさが 走るこの街 この道路

４月６日（火）～１５日（木）

固定資産税にかかる
土地・家屋等価格簿の縦覧（東京２３区内）

自己所有の土地・家屋と同一区内
の他の土地・家屋の価格を比較する
ことができます。
縦覧できる方 平成２２年１月１日現
在、東京２３区内に土地・家屋を所
有する固定資産税の納税者
縦覧期間 ６月３０日（水）まで（土・日・
祝日を除く）
縦覧場所 土地・家屋の所在する区
の都税事務所

※縦覧の際は、本人・代理人とも運
転免許証など官公署発行の顔写真
付き書類以外は、複数の書類の提
示（健康保険証とキャッシュカー
ドなどの組合せ）が必要です。代
理人の場合は、納税者本人が署名
押印した委任状も必要です。詳し
くは、お問い合わせください。
千代田都税事務所 1３２５２－７１４１

箱根千代田荘・湯河原千代田荘を
利用する区民の同行者に適用してい
た「区民同行者補助」は、当初の実
施年限（３年間）である平成２１年度
（平成２２年３月３１日宿泊分）で終了
しました。
区民同行者補助に代わる制度につ

いては、広報千代田４月２０日号でお
知らせする予定です。

なお、区民に適用している「区民
補助」（箱根千代田荘＝大人３,０００円・
小人〈４歳～小学生〉２,１００円／湯河原
千代田荘＝大人２,０００円・小人１,４００円
〈いずれも１人１泊当たりの補助額・２
施設共通で年度内１０泊まで〉）はこれ
までどおり利用できます。
区民生活課管理係 1５２１１－４１８１

箱根・湯河原千代田荘の区民同行者補助
３月末で終了しました千代田区太極拳連盟 第１回大会

春からはじめるボランティア

九段ジュニアカレッジ
ボランティアスタッフを募集

平成２２年度特別区（東京２３区）
の職員採用試験

気管支ぜん息の方へ医療費を助成

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

健康ときれいのカギは血管力にあり
ます。１日目は血管力を強くして若々
しく健康に生きる方法について、循環
器専門の医師が講演会を行います。２
日目は血管をしなやかにする運動のポ
イントと実践を行います。
とき・内容 下図表のとおり

会場 町区民館洋室
Ａ・Ｂ（ 町２－８）
対象 ２０歳以上の区
内在住者各回５０名
（申込順）
申込み 電話で健康推進
課健康推進係（1３２９１－３６４６）へ。

生活習慣病予防教室（２日制）

５月１３日（木）
１４時～１５時３０分

５月１４日（金）
１３時３０分～１５時

血管力で若々しく健康に生き
る

血管をしなやかにする運動の
ポイントと実践

と   き 内　　容 講　師

池谷敏郎さん＝写真＝

染谷由希さん

順天堂大学順天堂医院トレーナー

池谷医院　院長

そ め や

いけたに としろう

ゆ き



地域の健康づくり活動をサポートす
る「健康づくり推進員」を募集します。
健康づくりに関心と熱意のあるおお

むね２０歳～７０歳の区内在住者３０名（選
考）、活動内容＝地域での健康づくり
を支援／区や保健所と協力しながら健
康づくり事業を推進／研修会の参加な
ど、任期＝平成２４年３月末まで、４月
２８日（水）までに電話・ファクシミリまた
はＥメール（１０面参照）で生活衛生課生
活衛生係（1３２９１－３６４３6３２９１－３６４７
ｓｅｉｋａｔｓｕｅｉｓｅｉ＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.

ｊｐ）へ。

体育指導委員が、新体力テストで体
力の現状を判定します。
対象 おおむね３０名以上のグループ
（町会など）
内容
２０歳～６４歳の方 握力・上体起こし・
長座体前屈・反復横跳び・２０ｍシャト
ルラン（往復持久走）・立ち幅跳び
６５歳～７９歳の方 握力・上体起こし・
長座体前屈・開眼片足立ち・１０ｍ障害
物歩行・６分間歩行・ＡＤＬ（日常生活
活動調査）
申込み 希望日の１か月前までに電話
またはファクシミリ（１０面参照）で文
化スポーツ課スポーツ振興係（1

５２１１－３６２７6３２６４－７９８９）へ。
※申込みは随時受け付けています。会
場はご相談ください。

５月９日（日）９時～、スポーツセンター、
区内在住・在勤者および千代田区卓球
連盟登録者、参加費＝シングルス１,０００
円／混合ダブルス２,０００円、４月１９日（月）
（必着）までに所定の申込書（スポーツセ
ンターで配布）を郵送で千代田区卓球連
盟・多々良（〒１０１－００４７内神田２－１－
８スポーツセンター内千代田区体育協
会気付1０９０－７８３８－２５４８）へ。

６月２日～１８日の毎週水・金曜（全６
回）１８時～２０時３０分、スポーツセンタ
ー２階弓道場（内神田２－１－８）、小学
校４年生以上の区内在住・在勤・在学者
３０名（申込順）、参加費＝２，８００円（傷

害保険料等を含む）、５月２３日（日）（必着）
までに往復ハガキ（１０面参照）で千代田
区アーチェリー協会・森田（〒１０１－００５２
神田小川町２－４1３２９１－００８６）へ。

４月１６日＝スポーツセンター（内神田
２－１－８）／６月４日・７月２日＝九段生涯
学習館（九段南１－５－１０）、いずれも金
曜１９時～、区内在住・在勤者、参加費＝

１回２００円、指導＝千代田区民踊連盟、
当日直接会場へ。
文化スポーツ課スポーツ振興係

1５２１１－３６２７

４月２５日（日）１７時～１９時３０分（前
半＝スキンダイビング／後半＝スクー
バダイビング）、スポーツセンター内
プール、１６歳以上の方８名（申込順）、
指導＝江口宗良さん(ＮＡＵＩダイビング
インストラクター)、参加費＝５,５００円(講
習料・器材レンタル料を含む)、４月１５
日(木)までに所定の申込書（スポーツセ
ンターで配布）に参加費を添えて直接
スポーツセンター（内神田２－１－８1

３２５６－８４４４）へ。

区役所の代表電話　3264ー2111（9）No. 1277 22.4.5

利用期間 ５月1日～平成２３年４月３０日
（１年間の登録制）
申込み ４月１３日（火）８時３０分から所定
の申請書（安全生活課・出張所・各駐
車場で配布）に必要書類（区内在住者
は住所を証明するもの、高校生以下
は学生証の写しなど）を添えて郵送
または直接安全生活課路上障害物対
策係（〒１０２－８６８８九段南１－２－１区
役所５階1５２１１－４３４５〈平日８時３０分
～１７時〉）へ。
※第１種原動機付自転車(５０ｃｃ以下)の
申請には、標識交付証明書（排気量
が確認できるもの）の添付も必要で

す。なお、原付の申請書は出張所で
は配布していません。
※募集台数には限りがあるため、利用
できない場合もあります。

自転車駐車場の利用登録者を募集
秋葉原駅東口第１・第２、水道橋駅で

健康づくり推進員

区は「子育てしやすい地域づく
り」や「地域での子育て支援力養
成」のため、子育て経験のある方
や定年後の方等の社会参加を支援
する「子育て・家族支援者養成講
座」を実施します。区が実施する
事業等で、保育士等とともに子育
て・家族支援者として活動する人
材を養成します。
※認定は国家資格ではありません。
とき ５月１０日・１７日・２４日・２８日・３１
日、６月７日・１４日・２１日・２８日、７月
１２日（全１０回）１０時～１６時（時間は
日によって若干前後します）
※５/２８は金曜、その他は月曜
※その他、実習があります。
会場 西神田児童センター（予
定・西神田２－６－２西神田コス
モス館内）
対象 ２０歳以上で、認定後に区内
在住・在勤・在学または区内の
施設等で活動（有償）できる方３０
名（申込順）

内容 講義（演習中心）と実習
講師 大日向

お お ひ な た

雅美
ま さ み

さん（恵泉女学園
大学大学院教授）、汐見

し お み

稔幸
と し ゆ き

さん
（白梅学園大学学長）ほか
参加費 区内在住者＝１２,０００円／
その他の方＝１５,０００円（講座中の
保険料・テキスト代を含む）
※区内在住者は「講座講習会バウ
チャー制度」＝２面参照＝の申
請をすることで、参加費の補助が
受けられます。
申込み ４月２３日（金）（必着）までに申
込用紙（ＮＰＯ法人あい・ぽーと
ステーションに電話で請求また
はホームページからダウンロー
ド）を郵送またはファクシミリで
ＮＰＯ法人あい・ぽーとステーシ
ョン（〒１０６－００３１港区西麻布２－
２４－２５－５０９1６６５７－８５３９〈月
～金曜１０時～１７時〉6３４９９－８５３９
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ａｉ-ｐｏｒｔ.ｊｐ）へ。

※問合せは、児童・家庭支援センタ
ー（1５２９８－２４２４）へ。

ＮＰＯ法人認定３級

子育て・家族支援者養成講座

体力測定会

▼登録手数料

自転車

原動機付自転車（50cc以下）

区 内 在 住 者

区 内 在 住 者

そ の 他 の 方

そ の 他 の 方

高 校 生 以 下

３,０００円

６,０００円

３,０００円

３,５００円
７,０００円

（神田平河町4）

（神田和泉町1）

秋葉原駅

神田川

和泉小学校

和泉橋出張所

浅草橋→

↑
上
野

昭
和
通
り

秋葉原駅東口
第1自転車駐車場

秋葉原駅東口
第2自転車駐車場

水道橋駅

←飯田橋
外堀通り

水
道
橋
西
通
り

白
山
通
り

三崎稲荷神社

交番
神田川

水道橋駅自転車駐車場
（三崎町2-20）

千代田図書館

企画展示 神田の文化人・斎藤
さ い と う

月岑
げ っ し ん

と「江戸
え ど

名所
め い し ょ

図会
ず え

」
「江戸名所図会」は、読みやすい
文章と緻

ち

密な挿絵で神社仏閣・風
俗・行事などを紹介する江戸時代後
期の書物です。現代では、江戸学の
基本書の１つとして時代考証の貴重
な情報源になっています。
作者の斎藤月岑は、神田雉子

き じ

町の
町名主を勤めながら、緻密な調査で
多くの著作を残しました。
今回は、斎藤月岑と彼の作品につ

いて解説しながら「江戸名所図会」
などの実物を展示します。
とき ５月２２日（土）まで

会場 千代田図書館展示ウォール
（区役所９階）
■「ちよぴたブログ」を開設
千代田区読書振興センター（千代

田図書館内）は、本にまつわる情報
を発信する「ちよぴたブログ」を開
設しました。主に千代田区内を中心
に、本にまつわるイベントや本が楽
しめる場所、おすすめの本などを紹
介します。区の特性をいかし、子ど
もから大人まで興味を持てるよう、
各年代に「ぴったり」な情報を提供
していきます。

ちよぴたブログ
ｈｔｔｐ：//ｃｈｉｙｏｄａ-ｄｏｋｕｓｈｏ．

ｊｐ/ｂｌｏｇ/
※千代田図書館のホームペ
ージ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.
ｌｉｂｒａｒｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｔｏｋｙｏ．
ｊｐ）からもご覧になれま
す。
―いずれも―

問合せ 千代田図書館
1５２１１－４２８９

■新聞深読みセミナー第２回「日本
経済の進路」
読売新聞社の編集委員や各分野の

専門記者を講師に迎える全４回のセ
ミナーです。第２回目は、日本経済
の見通しや経済記事の読み方などを
取材の裏話を交えて話します。
とき ５月１９日（水）１９時～２０時３０分
（１８時３０分開場）
会場 区民ホール（区役所1階）
対象 １８歳以上の方１００名（抽選）
講師 増田雅己

ま さ き

さん（読売新聞東京
本社経済部長）
申込み ４月３０日（金）（必着）までにハ
ガキ・ファクシミリまたはＥメール
（１０面参照）に職業を記入し読売
新聞東京本社活字文化推進会議事
務局（〒１００－８０５５〈住所不要〉6

３２１７－４３０９ ｋａｔｓｕｊｉ＠ｙｏｍｉｕｒｉ.
ｃｏｍ）へ。
※２名以上の連名での申込み可。全
員の必要事項を記入してください。
※問合せは、新聞深読みセミナー係
（1３２１７－４３０２〈平日１０時～１７時〉）
へ。

千代田区ラージボール卓球大会

アーチェリー初心者講習会

スキンダイビング＆
スクーバダイビング教室

民踊講習会

▲駿河町　三井呉服店（「江戸名所図会」より）、千代田図書館所蔵



No. 1277 22.4.5（10）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

区は、区民の皆さんが生物多様性
や温暖化問題を考えるきっかけにな
るよう、自然保護を積極的に行う岐
阜県高山市をバスで訪れる体験ツア
ーを行います。自然豊かな地域での
さまざまな体験を通じて、環境を守
っていく大切さを学びませんか。
とき ６月６日(日)７時３０分（区役所前）
出発～６月８日(火)１８時３０分（区役所
前）到着予定
※雨天決行
対象 小学校４年生以上の区内在
住・在勤・在学者４０名（抽選）
ツアー内容
１日目＝高山市内で間伐・枝打ち体
験、木質ペレット工場見学
２日目＝乗鞍山麓

ろ く

五色ヶ原の森自然
体験ツアー（森の動植物について
ガイドの説明を聞きながら５～６
時間の山歩き）
３日目＝森のエコハウス見学、歴史
情緒あふれる飛騨高山の町並み散
策
参加費 区内在住者＝２０,０００円／区
内在勤・在学者２５,０００円
※ＣＥＳ推進協議会個人会員は２,０００
円割引。
事前説明会 ５月１７日(月)①１４時～②
１８時～（１時間程度・内容は同じ）
※ツアーの参加には、事前説明会の

出席が必須条件です。
申込み ４月２３日(金)(必着)までにハ
ガキ・ファクシミリまたはＥメー
ル(記入例参照)に事前説明会の希
望時間を記入し、環境・温暖化対策
課企画調査係（〒１０２－８６８８九段南
１－２－１1５２１１－４２５５6３２６４－
８９５６○ kankyou-ondanka@
city.chiyoda.lg.jp）へ。

※グループでの申込み可（1グループ
４名まで）。参加者全員の必要事
項を記入してください。
※抽選結果はハガキでお知らせしま
す。５月１０日（月）までに届かない場合
は、お問い合わせください。

飛騨高山・乗鞍山麓五色ヶ原
自然体験ツアー

来年１月１０日（祝）に成人式を迎える皆
さん、自分たちの「成人の日のつどい」
をつくってみませんか。
対象 平成２年４月２日～平成３年４
月１日生まれの区内在住者で、月１回
程度の会議に出席できる方５名程度
（選考）
※第１回委員会は５月に１８時３０分から２
時間程度を予定。
申込み ４月２８日（水）（必着）までにハガ
キ・ファクシミリまたはＥメール（記入例
参照）で文化スポーツ課文化振興係
（〒１０２－８６８８九段南１－２－１1５２１１－
３６２８6３２６４－７９８９ ｂｕｎｋａｓｕｐｏｔｓｕ
＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ）へ。

日本花の会結城農場で、さまざまな
さくらの品種を見学し、さくら文化に
触れましょう。ＮＰＯ法人東京樹木医
プロジェクトの主催です。
４月２４日（土）８時３０分区民ホール（区
役所１階）集合（予定）、日本花の会結城
農場（茨城県結城市田間２２１７）、定員５０
名（予定・申込順）、参加費＝２,０００円程度
（バス・昼食代を含む）、４月１６日（金）まで
に電話またはファクシミリ（記入例参照）
で道路公園課都市施設主査（1５２１１－
４２４３6３２６４－４７９２）へ。

自分のために「ゆるす」こと－私を癒
い や

す
ために（前期）
パートナーや親しい相手の心ない言

葉やふるまいに傷ついたつらさや悲し
みを捨て、自由に生きられたらと思い
ませんか。グループで話し合うことで
自分の内なる声に気づき、新しい自分
や人間関係について考えましょう。
５月１４日～６月４日の毎週金曜（全４回）

１０時３０分～１２時３０分、４０１会議室（区役
所４階）ほか、女性２０名（申込順）、講師＝
野本律子さん（カウンセラー）、電話・ファ
クシミリまたはＥメール（記入例参照）で男
女共同参画センターＭＩＷ（1５２１１－
８８４５6５２１１－８８４６ ｍｉｗ＠ｃｉｔｙ.
ｃｈｉｙｏｄａ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ）へ。
※４月１５日（木）までは、初めて受講する
方を優先して受け付けます。
※前・後期で１つの講座です。前期は今
年１・２月に開催した講座とほぼ同じ内
容です。後期は９・１０月に開催予定で
す（全５回）。
※託児サービス（有料・４月２６日（月）まで
に要予約）あり。

さくら教室

成人の日のつどい
企画運営委員

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入（本文表示のある場合）
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
　を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催しなどの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、
詳しくは、主催者へお問い合わせください。

―個人情報について―

生後９１日以上の飼い犬は、毎年１回
狂犬病予防注射を接種することと飼い
始めて３０日以内に登録することが法律
で義務付けられています。老犬や病気
等で接種ができない場合は、お問い合
わせください。
費用（１頭につき） 予防注射＝３,５５０円
（注射３,０００円＋注射済票５５０円）／
犬の登録＝３,０００円（新しく犬を飼
い始めた方や未登録の方のみ）
■飼い犬の登録・狂犬病予防注射の日
程
次の会場で登録と予防接種を行いま

す。当日直接会場へ。
とき・会場
・４月１３日（火）＝いきいきプラザ一番町
（一番町１２）
・４月１４日（水）＝千代田動物病院（飯田
橋４－３－４東京大神宮隣）
・４月１５日（木）＝和泉橋出張所（神田佐

久間町１－１１）
・４月１６日（金）＝千代田保健所（神田錦
町３－１０）
※いずれも１４時～１５時（雨天実施）
※会場に来られない方は、動物病院で
予防注射を受けた後、保健所・出張
所または総合窓口課（区役所２階）
に注射済証の写しを添えて手続きを
済ませてください。
問合せ 生活衛生課生活衛生係

1３２９１－３６４３

飼い犬の登録と狂犬病予防注射を

ＭＩＷ
ミ ュ ウ

グループワーク

生涯学習講座の企画案を募集
説明会にご参加を

今年度に九段生涯学習館で開催す
る生涯学習講座の企画案を募集しま
す。企画案を応募したい方は、次の
①～③のいずれかの説明会にご参加
ください。
とき ①４月１１日(日)１０時～１１時②
１７日(土)１１時～１２時③２２日（木）１９

時～２０時
会場 九段生涯学習館
対象 区内在住・在勤・在学者
申込み 電話またはホームページで
九段生涯学習館（九段南１－５－１０
1３２３４－２８４１ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.
ｋｕｄａｎ-ｌｌ〈エルエル〉.iｎｆｏ）へ。

 ▼企画案を募集する講座の概要

人材バンク活用講座

生涯学習人材バンク登録者、
登録希望者

講師謝礼として1回につき
１０，０００円（上限）

講師謝礼として1回につき
２０，０００円（上限）

９０分程度の講座を１～３回

７月～平成２３年３月

４月２７日（火）（必着）

企画書を書類選考の後、面談で決定

５月７日（金）（必着）

区内在住・在勤・在学者

九段生涯学習館、スポーツセンターなど

９０分程度の講座を３～５回

８月～平成２３年３月

区内在住・在学・在勤者５名
以上で構成されるグループ

開 講 回 数

開 講 期 間

受講対象者

提出締切日

選 考 方 法

開 催 場 所

助 成

応募できる方

区民自主企画運営講座

企
画
講
座
に
つ
い
て

※企画案の募集要項と記入用紙は、説明会で配布します。企画案を提出したい方で説
　明会に出席できない場合は、電話で九段生涯学習館へ。　

「和」の持つ精神性の美しさを邦楽
とお茶で味わいます。この機会に邦楽
とお茶に親しんでください。どなたで
も参加できます。
４月２５日（日）午前の部＝Ａ席１０時～１０
時３０分・Ｂ席１１時～１１時３０分・新内節演
奏１０時４０分～１１時（Ａ・Ｂ席共通）／午
後の部＝Ｃ席１３時～１３時３０分・Ｄ席1４時

～１４時３０分・新内節演奏１３時４０分～１４
時（Ｃ・Ｄ席共通）、偕香苑（紀尾井町２－
１清水谷公園内）、定員各席１５名（申込
順）、出演＝新内

し ん な い

仲三郎
な か さ ぶ ろ う

さん・新内剛士
た け し

さんほか、参加費＝５００円（茶菓代を含
む）、４月２０日（火）までに電話で文化スポ
ーツ課文化振興係（1５２１１－３６２８）へ。

邦楽のつどい　和の心を知る会
―新内節とお茶の心―

６月６日（日）～８日（火）


